
編集後記

お茶の水地理 39号がようやく発刊の運び

となった｡学会財政の逼迫という状況のなか

で､本号は､これまでのような原稿を直接印

刷所に渡す方式をあらため､編集委員がパ ソ

コンを使ってすべての投稿原稿を編集 し､紙

面のレイアウトまで完成させた上で､入稿す

ることとした｡これは､不慣れな作業とい う

ことも手伝い､想像以上の苦労であった｡何

とか無事完成にこぎっけられたのは､毎 日深

夜まで残業をしてくれた､博士課程在学中の

森本さん､前屋敷さんを中心とした､多くの

院生の方々の文字通 りの献身的な努力の賜物

である｡また編集委員会からの要請に応 え

て､ほとんどの投稿者の方々が原稿をテキス

トファイルでお送 り下さったことにも､感謝

申し上げたい｡さいわい元教官の方々をはじ

め､多彩な原稿を得ることができ､内容的に

はこれまでの号にひけを取らないものに仕上

がったと自負 している｡しかし､結果的に現

役の院生の投稿がなくなってしまったことを

含め､院生のボランティア活動に全面的に依

拠するこの方式が､来年度以降も継続できる

かどうかについては議論の余地があるように

思われる｡本誌の内容 ･編集体制の双方につ

いて､会員の皆さんが忌博のないご意見 ･ご

助言をお寄せ下さることを､心からお待ち申

し上げる次第である｡(K)
初めての編集作業･編集 ソフ ト使用とい う

ことで､試行錯誤の連続でありました｡それ

故､不備な点も多いかと思います｡それでも

何とか体裁が整ったものを出版することがで

き､ほっとしている反面､今後のお茶の水地

理の編集 ･存続について不安を抱かざるを得

ません｡会員の皆様方一人一人が､もう一度

じっくり考えていただけた らと思います｡

(mf)

『お茶の水地理』第39号は､多くの人々の

手を経て発行の運びとなった｡初めての編集

作業に戸惑 うであろうことを予想し､投稿締

切 りを2月末というように早々に設けたもの

の､こちらの都合で実際の作業に取 り掛かっ

たのは日差 しが暖かく感 じられる初夏になっ

てからであった｡論説･短報をお寄せ くだ

さった方々には､入稿期限間際になってから

加筆 ･修正をお願いするとい う､こちらの不

手際により多大なご迷惑をおかけした｡それ

にもかかわらず､投稿者の方々が快く対応 し

てくださり､中には大学に何度も足を運び､

終電の時間を気にしながら編集作業をしてく

ださった方もいる｡玉稿をお寄せくださった

投稿者はもとより､現役の院生や助手の細々

とした作業-の協力なしには､本号は発行に

こぎつけなかったであろう｡このような投稿

者や院生らの協力を基盤に､原稿の内容の検

討はもとより､編集作業のためのファシリ

ティの整備から原稿のレイアウトに至るま

で､細やかなお気遣いをして下さった熊谷先

生のご尽力があったからこそ､本号はこれま

での 『お茶の水地理』に外観的にも内容的に

も遜色のないレベルに達 したと自負 してい

る｡今回の『お茶の水地理』発行に関して､ご

周知の通 りコス ト削減が重要課題であったわ

けであるが､このように責任ある仕事を思 う

存分試行錯誤させて頂いたことは､掛替えの

ない経験であったと思 う｡但し､今後の 『お

茶の水地理』の更なる発展のために､またこ

の作業を引継いでいく人々のために､今回の

方式を継続 していくことは容易でないことを

申し添えておかねばならない｡(mi)
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